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母
校
創
立
百
周
年
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
節

目
の
周
年
事
業
に
ふ
さ
わ
し

い
」寄
付
物
品
と
し
て
、教
室

に
扇
風
機
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
秋
の
記
念
式
典
、祝
賀
会
で
は
、同
窓
会
の

皆
様
方
に
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
か
ら
百
年
前
、「
地
域
の
要
望
」の
も
と
に

「
千
曲
」の
源
で
あ
る「
上
田
女
子
実
業
補
習
学
校
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
生
徒
た
ち
は
、「
地
味

で
堅
実
、素
直
で
お
と
な
し
く
勤
労
を
少
し
も
い
と
わ

な
か
っ
た
」と
昭
和
三
十
八
年
の
産
経
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た『
県
下
高
校
め
ぐ
り

－

伝
統
は
生
き
て
い
る

－

上
田
千
曲
高
校
』に
記
さ
れ
て
い
ま
す（『
80
年
の
あ
ゆ

み
』よ
り
引
用
）。
本
校
の
校
訓
で
あ
る「
質
実
剛
健
」

の
伝
統
が
す
で
に
始
ま
って
い
た
の
で
す
。

　

今
、「
千
曲
」の「
新
し
い
世
紀
」が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
時
同
じ
く
し
て
、県
下
で
は
第
二
期
高

校
再
編
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
百
年
前
か
ら
の「
地
域

の
要
望
」と
百
周
年
記
念
事
業
の
概
要
に
あ
げ
ら
れ
た

「
地
域
の
方
々
へ
の
貢
献
」を
大
切
に
し
て
、「
新
し
い

世
紀
」に「
新
し
い
千
曲
」を
創
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
変
化
す
る
時
代
、社
会
に
お
い
て
も
、「
質
実

剛
健
」の
母
校
は
進
化
、深
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

爽
や
か
な
夏
の
風
が
頬
を

撫
で
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
会
会
員
各
位
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に

御
過
ご
し
の
事
と
心
よ
り
御

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
格
段
の
御
支
援
を
賜
り
、心

よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、同
窓
会
と
し
て
準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た

１
０
０
周
年
記
念
事
業
も
い
よ
い
よ
本
番
の
時
を
迎

え
ま
し
た
。
御
案
内
の
通
り
10
月
14
日
記
念
式
典
が

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
大
ホ
ー
ル
に
て
挙
行
さ
れ
ま
す
が
、併

せ
て
様
々
な
行
事
が
既
に
ス
タ
ー
ト
し
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の一連
の
行
事
は
、県
内
で
も
数
少
な
く
成
り

つつ
あ
る
実
業
高
校
の
果
た
し
て
き
た
役
割
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
不
可
欠
な
職
業
人
教
育
、
ま
た

そ
の
為
の
存
立
の
重
要
性
を
数
多
く
の
皆
様
に
御
理
解

い
た
だ
き
、
よ
り
役
立
つ
教
育
が
出
来
る
物
心
両
面
の

環
境
整
備
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
在
学
生
の
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、

全
教
室
へ
の
扇
風
機
の
設
置
、屋
内
練
習
場
の
内
装
整

備
、太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
事
業
の
推
進
等
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
１
０
０
周
年
を
新

た
な
本
校
発
展
に
繋
が
る
記
念
す
べ
き
年
に
す
る
事

を
目
標
と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
に
心
苦
し
い
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、目
標

達
成
の
為
に
は
も
う
ひ
と
押
し
資
金
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員
に
関
心
を
お

持
ち
い
た
だ
き
御
理
解
い
た
だ
く
事
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
本
校

と
後
輩
の
皆
様
に
素
晴
ら
し
い
未
来
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
せ
ん
か
。

　

結
び
に
成
り
ま
す
が
会
員
各
位
の
事
業
へ
の
積
極
的

参
加
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
長　

松
沢　

武
人

同
窓
会
長　

若
林　

邦
彦（
昭
和
37
・
電
気
科
）

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

母
校
は﹁
新
し
い
世
紀
﹂へ

長野県上田千曲高等学校創立100周年記念式典
平成29年10月14日㈯　上田市サントミューゼ（式典及び総合作品展会場）

受　付 　9時30分　　
ビデオ上映 　9時30分より
記念式典 　10時～11時
ミニコンサート　11時10分～11時40分
　吹奏楽班、宮下要氏（ヴァイオリン演奏）（新宿ミュージックアカデミー代表、昭和25・機械科）

記念講演 　11時45分～12時40分
　「21世紀に生きる君たちへ」
　－勇気をもって夢に挑戦しよう、やればできる、一歩前へ－

　講師　太田　周氏（作新学院大学前学長、現在同学院顧問、昭和32・機械科）

（自由時間に同時開催中の総合作品展をご覧願います）

式
　
典 時　間

　13時10分～15時
会　費

　一人　2,000円
祝賀会会場

　ザ・グランドティアラ上田
　　　　　　　　　（高砂殿）

祝
賀
会

多数の皆様のご参加を期待しております

記念式典及び祝賀会参加希望者は、事務局まで連絡願います（電話、FAX、メールにて受付、締切９月末日）。
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上田千曲高校卒業生　123名在籍

①クラブ活動の助成
　 ソフトテニス班招待試合（5月6日、丸子テニス

コート）、野球班招待試合（5月28日、県営上田
野球場）、吹奏楽班の発表会（9月17日、サント
ミューゼ、入場無料、多くの皆様のご来場を期待
しております）

②創立100周年記念千曲祭の開催
　（平成29年7月8、9日）
③ ゴルフコンペ
　（平成27年、平成28年実施済み）
　（平成29年9月17日、申込受付中）
④ 総合作品展（平成29年10月12日～15日）
　 多数の皆様の出品を歓迎します、この作品展に

向けて助走展を平成23年から開催しており、平
成28年7月に第6回助走展を開催しました。

⑤創立100周年記念式典案内の新聞掲載
　日本経済新聞（平成29年3月30日）
　信濃毎日新聞（平成29年10月5日）
⑥創立100周年記念式典及び祝賀会
　（平成29年10月14日）
　 式典会場：上田市サントミューゼ
　祝賀会会場：ザ・グランドティアラ上田（高砂殿）
　（参加希望者は申し込みをお願いします）
⑦カンボジア井戸掘り（平成28年、平成29年）
⑧同窓会報記念特集号の発行
　（No.28からNo.32まで）
⑨記念誌の発行（予約受付中）
 　 創立100周年記念ビデオ（30分）は、寄付者全員

に配布予定。
⑩ 創立100周年記念ビデオの放映
　（平成29年11月。長野放送、30分）
　式典案内コマーシャル20回放映予定。
⑪記念植樹
⑫ 千曲シンポジュウム
　 平成30年度から年1回開催予定、生徒及び市民

を対象に各界で活躍されている著名な方を招い
た講演と話し合い。

このように創立100周年を記念して数多くの催し
がありますので、同窓会員皆様の積極的なご参加
を期待しております。

創立100周年記念誌編纂委員会からのお願い

　「上田千曲高校100年誌」（仮称）を
刊行するにあたり、編集をすすめております。
　今回の記念誌は、思い出の写真を中心に構成されますが、思うように写真・
資料が集まりません。どのような写真、資料でもお手元にありましたら是非
お貸し頂きたくお願いします。
写真の例… 通学風景、授業風景、友達との活動（ギター練習など）などどのよう

なのもでも結構です。
資料の例… 学級新聞、卒業文集、合格通知、各種検定に関するものなど

〈送り先・連絡先〉12p「同窓会事務局からのお知らせ」に掲載
千曲高等学校同窓会係 又は 同窓会事務局記念誌係まで

◦ お送り頂いた写真は、ご希望があればできるだけ早く返送致します。
◦資料（コピー可）はお貸し頂き、出来るだけ早く返送致します。

思い出の写真・資料を
　　　お貸しください

長野県上田千曲高等学校　創立100周年記念事業の進捗状況の報告
上田千曲高等学校創立100周年記念事業の実施内容を簡単に報告します。
皆様の寄付のご協力により、事業は順調に進められています。

桐葉館卓球場床張替

会議室エアコン

① 扇風機設置及び会議室へのエアコン設置
　 扇風機、63教室　280台（設置費用 1,351万円）（その内訳は、HR教室

24室（96台）、特別教室7教室（32台）、専門科教室32教室（152台））
　会議室へのエアコン設置（設置費用 205万円）
②桐葉館卓球場床張替（改修費用　372万円）
③ 太陽光発電システム設置
　 南校舎屋根、50kW（設置費用　2,034万円）、及び太陽光発電システム

看板設置（南校舎壁面、設置費用　17万円）

太陽光パネル

扇風機

当初の計画通りに実施致しました

左記のほか予定されている
あるいは終了している事業
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上
田
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
大

ホ
ー
ル
に
て
１
０
０
周
年
記
念

式
典
が
来
る
10
月
14
日（
土
）に

行
わ
れ
ま
す
が
、並
行
し
て
総
合

作
品
展
は
10
月
12
日（
木
）か
ら

15
日（
日
）ま
で
の
4
日
間
同
じ

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
内
の「
市
民
ア

ト
リ
エ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」・「
ア

ト
リ
エ
」・「
多
目
的
ホ
ー
ル
」の

３
会
場
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。

　

第
6
回
助
走
展
ま
で
続
け
て

き
ま
し
た
２
倍
以
上
の
規
模
で
、

内
容
的
に
も
総
合
作
品
展
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、盛
り
だ
く
さ
ん

の
作
品
と
展
示
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
授
業
や
ク
ラ
ブ

活
動
か
ら
、
そ
れ
を
見
守
る
旧

職
員
、現
職
員
の
作
品
。
同
窓
生

か
ら
は
初
出
品
と
し
て
、
い
く
さ
工
房　

鈴
木
郁
夫（
昭

和
36
・
機
械
科
）さ
ん
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
生
産
技
術
か
ら
発

展
さ
せ
た「
オ
ー
ト
マ
タ
」、文
字
ま
で
書
く
か
ら
く
り
人

形（
先
日
上
田
市
に
20
体
寄
贈
し
て
い
ま
す
）。
上
田
女
子

短
期
大
学
教
授　

笹
井
弘（
昭
和
46
・
機
械
科
）さ
ん
の
、

独
自
表
現
の
凹
版
画
、
さ
ら
に
今
回
は「
動
植
物
」オ
ー

ル
キ
ャ
ス
ト
を
そ
ろ
え
て
、楽
し
く
不
思
議
い
っ
ぱ
い
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
等
な
ど
職
業
高
校
出
身
な
れ
ば

こ
そ
の
特
徴
あ
る
作
品
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
お
元
気
で

日
々
作
品
創
り
を
楽
し
ま
れ
た
り
、
プ
ロ
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
、賞
は
出
ま
せ
ん
が
、皆
さ
ん
が
顔
を
合
わ
せ
て

１
０
０
周
年
記
念
に
相
応
し
い
楽
し
い
で
賞
、楽
し
か
っ

た
で
賞
、逢
え
て
よ
か
っ
た
で
賞
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
賞

を
皆
さ
ん
に
貰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奏者プロフィール
上田千曲高校昭和25年機
械科卒業、NHK名古屋
放送管弦団、東京フィル
ハーモニー管弦楽団の副
コンサートマスター、群
馬交響楽団コンサートマ
スター、読売日本交響楽
団首席ヴァイオリン奏者
などを経て、現在、新宿
ミュージックアカデミー
の代表として大勢の子供
たちに音楽を教えてい
る。

講師プロフィール
上田千曲高校昭和32年機械科卒業、㈱国際電気を経
て立命館大学（特待生）に進み、名古屋大学大学院理
学研究科博士課程中退後、1966年東京大学原子核研
究所（現高エネルギー加速器研究機構）助手。1972
年宇都宮大学助教授。この間、日本学術会議原子核
専門委員、学術審議会専門委員を歴任。1999年同大
学教育学部長。2004年国立大学法人宇都宮大学理
事・副学長。2006年放送大学栃木学習センター所長。
2008年作新学院大学・学長。2017年同大学・顧問。
専門は素粒子宇宙物理学。大学院時代では2008年
ノーベル物理学受賞の益川敏英氏、小林誠氏と過ご
し、2002年に同賞受賞の小柴昌俊氏の下で助手を務
める。2015年同賞受賞の梶田隆章氏も同じ研究分野。

創立100周年記念式典にて
ミニコンサート演奏者及び記念講演講師の紹介

新宿ミュージック
アカデミー代表
ヴァイオリン奏者

宮下 要氏
（小金井市在住）

作新学院大学前学長、
現同大学顧問

太田 周氏
（宇都宮市在住）

【新規、ご紹介等は同窓会事務局】
　TEL・FAX 0268-26-2898

【又は同窓会　副会長　総合作品展実行委員長】
　宮下六朗（昭和31・機械科）　TEL・FAX 0268-82-3689 お待ちしています。

上田千曲高等学校
創立100周年記念  総合作品展 平成29年10月12日㈭～15日㈰開催

上田市サントミューゼ　９時～17時

出品作品のご紹介

鈴木郁夫「オートマタオルゴール」 笹井弘「動植物」



代表取締役　　北澤 誠
（昭和30年・建築科卒業）

オフィスプランニング　PCワークス 〒386-0002　長野県上田市住吉288-10
Tel.0268-22-8622　Fax.0268-22-8609

http://www.taisei-gtc.co.jp

株式会社

㈲ほほ笑み介護支援センター
代表取締役　　橋爪延幸

現 事 業：上田：４拠点、長野：１拠点、11事業所、従業員110名
事業種類：｛通所介護・訪問介護・居宅介護・予防事業｝
新規事業：29年４月：別所温泉シルバーハウジング運営開始
　　　　　29年11月：上田市小泉に小規模有料老人ホーム
　　　　　30年４月：上田市大屋にグループホーム１号
　　　　　30年４月：上田市大屋に小規模多機能介護施設
　　　　　30年４月：川西地区に定期巡回訪問介護、看護
　　　　　31年４月：上田市大屋にグループホーム２号

新規事業：29年４月：別所温泉シルバーハウジング運営開始
　　　　　29年
　　　　　30年４月：上田市大屋にグループホーム１号
　　　　　30年４月：上田市大屋に小規模多機能介護施設
　　　　　30年４月：川西地区に定期巡回訪問介護、看護
　　　　　31年４月：上田市大屋にグループホーム２号「安心・安全な高齢社会の建設に貢献します」 本社：上田市福田50　　http://hohoemikaigo.com

　会員の皆様には、ご清祥のこととお慶び申し上げます。
上田千曲高校は、本年　平成29年（2017年）、創立100周年を迎えました。これを祝し、「上田千曲高校100年誌」を発刊する
ことになり、記念誌編纂委員会の下で編集をすすめております。
　今回の記念誌は、思い出の写真を中心に構成し、さらにその年の出来事をも掲載いたします。見て楽しく、読んで楽し
い記念誌を目指しており、できるだけ多くの同窓生・関係者の皆様にご愛読いただけたらと思います。
この機会に是非ともお求めいただきたくお願い申し上げます。

【 予約販売価格（予価） 】
一冊4,000円（税、国内送料込み）
特典：100周年記念DVD付き
【 販売部数 】　限定500冊
【 仕　様 】 
A4版 上製本 ハードカバー
総頁 300頁（モノクロ50p、カラー 250p）
【 100周年記念DVD収録内容（予定） 】
校歌、年間行事風景、校史ダイジェスト、
全日制・定時制の様子、運動班、文化班の活動、
応援歌、記念式典、式典事業、記念誌収録など
【 発行日 】　　平成30年9月頃

　　10月初旬より、順次発送予定
【 予約期間 】　平成30年3月末まで
【 申し込み方法 】
同封の専用予約申込みハガキに必要事項を記入し
切手を貼って郵送して下さい
申込みハガキ到着後、振込み用紙を送ります
振込みの確認ができましたら予約完了となります
【 問い合わせ先 】
12ｐ「同窓会事務局からのお知らせ」に掲載
・「上田千曲高等学校同窓会（担当：南波）」又は 
・「同窓会事務局 記念誌係」まで

【 主な掲載内容 】
千曲高校の100年の歴史（思い出の写真、出来事など）
千曲高校の未来像（生徒、教職員、PTA、同窓生の文章など）

「創立100周年記念誌 」購買予約申込みのご案内

その年の
世の中の主な出来事

その年の千曲高校の主な出来事
運動部・文化部の活動や
文化祭、修学旅行、生徒の様子など

思い出の写真をピックアップ！

主 な 出 来 事
４
月　

羽
田
孜
首
相
に
就
任
、連
立
新
内

閣
誕
生
。

６
月　

羽
田
内
閣
総
辞
職
。社
会
党
の
村

山
富
市
委
員
長
を
首
相
に
指
名
。（
自

民
・
社
会
・
新
党
さ
き
が
け
）

７
月　

日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
、

向
井
千
秋
さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

で
15
日
間
飛
行
。82
の
宇
宙
実
験
に
取

り
組
み
無
事
帰
国

９
月　

世
界
初
の
本
格
的
な
海
上
空
港
関

西
国
際
空
港
が
開
港
。

10
月　

大
江
健
三
郎
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
。

（平成6年4月～平成7年3月）

1994年度

運動会機械科授業風景

文化祭

修学旅行

食物栄養科授業風景

千曲高校の100年を振り返ります
（思い出の写真、出来事など）

小
井
土
基
博
校
長
は
、「
厳
し
い
教
育
」と
題
し
、

「
勉
強
も
生
活
態
度
も
厳
し
さ
の
中
で
」と
本
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
報
の
中
で
も
陳
述
。二
学
年
の
修
学
旅
行

は
、昭
和
55
年
か
ら
広
島
を
含
む
関
西
方
面
へ
。本

年
も
９
月
に
実
施
。広
島
で
は
原
爆
資
料
館
を
見

て
、夜
は
被
爆
者
の
話
を
聴
き
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

や
悲
惨
さ
、そ
し
て
平
和
の
尊
さ
を
目
と
耳
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
《
運
動
部
》

　

東
信
地
区
総
合
体
育
大
会（
５
月
）

　
　

７
つ
の
班
が
県
大
会
出
場
権
獲
得

○
弓
道
班　

男
子
団
体　

優
勝

○
柔
道
班　

男
子
個
人　

軽
重
量　

高
橋　

優
勝

　
　
　
　
　

女
子
個
人　

中
量　
　

角
田　

優
勝

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
班　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班　

男
子　

滝
沢
・
藤
沢
組

　
　

３
位

○
陸
上
班　

男
子　

砲
丸
投　

戸
島　
　
　

３
位

　
　
　
　
　

女
子　

や
り
投　

大
久
保　
　

３
位

○
水
泳
班　

女
子　

１
０
０
Ｍ
背　

山
崎　

２
位

　

長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

○
柔
道
班　

女
子
個
人　

中
量　
　

角
田　

３
位

○
相
撲　
　

団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝

　
《
文
化
部
》

○
商
業
同
好
会　

県
高
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

　

ス
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

１
位

○
簿
記
同
好
会　
　

　
　

高
校
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　

団
体　
　
　
　
　
　
　
　

３
位

　
　

高
校
簿
記
選
手
権
信
越
大
会

　
　
　
　
　
　
　

団
体　
　
　
　
　
　
　
　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

個
人　
　
　
　
　

三
井　

優
勝

○
吹
奏
楽
班　

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
　

銅
賞

○
珠
算
班　

県
珠
算
競
技
会　
　

　
　
　
　
　
　

個
人（
見
取
暗
算
）　

有
銘　

２
位

○
機
械
班　

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ　

Ｉ
Ｎ
信
州

　
　
　
　
　
　

Ｇ
Ａ
Ｃ　

Ｃ
Ａ
Ｐ
94　
　
　

３
位

デザイン案（編集中の為変更になる場合もございます）
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同窓生より

私
立
工
科
系
大
学
に
勤
め
た
38
年
の
回
想

　

３
年
の
原
動
機
授
業
で
松
尾
先
生
は「
男
児
立
志

出
郷
関 

‥
‥ 

有
青
山
」と
大
書
し
、朗
々
と
詠
じ
て

下
さ
っ
た
。「
一
つ
で
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
皆
さ

ん
の
自
信
に
な
る
・
・
。」と
、史
記
や
管
子
を
講
釈

し
て
下
さ
っ
た
。　

　

せ
っ
か
く
入
社
し
た
富
士
電
機
製
造
㈱
を
僅
か
８

カ
月
た
ら
ず
で
後
に
し
ま
し
た
。
あ
る
志
を
持
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
私
が
吹
上
工
場
を
去
る
と
き
、先

輩
方
は
遊
び
紙
に「
富
士
千
曲
会
送
る
訓
」の
あ
る

「
物
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
贐
に
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
い
ま
、赤
茶
け
て
所
々
摩
滅
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
て
翌
年
、工
学
院
大
学
へ

進
み
ま
し
た
。
授
業
外
で
は
務
台
理
作
先
生
の
講
義

や
朝
日
講
堂
な
ど
で
仲
間
や
先
輩
を
得
ま
し
た
。
卒

論
は
仲
間
が
さ
け
て
い
た
工
作
研
に
し
ま
し
た
。
そ

の
わ
け
は
二
つ
あ
り
、静
か
に
自
分
を
考
え
る
こ
と
、

不
人
気
の
わ
け
を
探
る
こ
と
、
で
し
た
。

　
「
会
社
だ
け
が
仕
事
の
場
で
は
な
か
ろ
う
」と
考
え

て
同
大
大
学
院
へ
進
み
、高
専
非
常
勤
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
露
独
文
献
訳
な
ど
で
生
計
を
立
て
、「
た
す
け
て
」

で
同
大
学
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。　

　

学
年S/T

＝
９
と
高
か
っ
た
の
で
、研
究
で
き
た

の
は
21
時
以
降
、
そ
れ
に
日
曜
日
と
夏
季
休
暇
で
し

た
。
忙
し
い
中
に
も
、覇
気
あ
る
若
者
た
ち
と
交
流

で
き
て
幸
せ
で
し
た
。
私
の
主
た
る
研
究
は
塑
性
学

と
塑
性
加
工
で
し
た
。
講
義
の
ほ
か
に
機
械
実
習

を
38
年
間
、20
年
ほ
ど
前
に
開
講
し
た「
ロ
シ
ヤ
語

で
・
・
」も
担
当
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
対
応
で

は
大
変
な
汗
を
し
ま
し
た
。
退
職
し
て
５
年
が
経
過

し
た
今
、母
校
へ
の
お
願
い
が
た
だ
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、本
会
の
諸
賢
が
中
心
と
な
っ
て
散
逸
の
一

途
に
あ
る
上
小
で
の
工
業
遺
産
を
収
集
し
、百
年
の

計
と
し
て
地
域
の
技
術
者
教
育
の
た
め
の
工
業
遺
産

館
を
す
ぐ
に
で
も
立
ち
上
げ
て
頂
き
た
い
こ
と
で

す
。
退
職
ま
で
全
う
で
き
た
こ
と
は
母
校
の
師
、
お

よ
び
諸
先
輩
の
導
き
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
厚

く
感
謝
し
ま
す
。

工
学
院
大
学

同
大
学
院
元
教
授

名
誉
教
授
・
工
学
博
士

一
之
瀬
和
夫

（
昭
和
39
・
機
械
科
）

学
問
の
勧
め

　

弊
社
は
現
在
、介
護
保
険
事
業
者
と
し
て
上
田
市

に
４
拠
点
、長
野
市
に
１
拠
点
で［
通
所
、訪
問
、居

宅
、予
防
の
11
事
業
所
］従
業
員
１
１
０
名
で
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、昭
和
53
年
28
才
の
時
に
上
田
市
福
田
に
接

骨
院
を
開
業
、54
才
で
㈲
ほ
ほ
笑
み
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
業
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

接
骨
院
の
患
者
も
多
い
時
に
は
１
日
１
０
０
人
超

え
、超
多
忙
で
し
た
が
、
よ
り
良
い
治
療
の
為
の
勉

強
は
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
介
護
事
業
に
参
入
し
た

の
も
、治
療
す
る
だ
け
の
治
療
家
で
は
満
足
で
き
ず
、

予
防
を
指
導
出
来
て
こ
そ
の
治
療
家
で
な
け
れ
ば

と
、模
索
を
重
ね
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
事
業
を
通

し
て
、寝
た
切
り
を
無
く
し
た
い
、
よ
り
満
足
の
向

上
へ
、
よ
り
良
い
貢
献
を
し
た
い
と
、工
夫
を
重
ね

取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、事
業
が
発
展
し
て
き

た
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

福
沢
諭
吉
先
生
の「
学
問
の
勧
め
」で
は
、「
学
ぶ

か
学
ば
な
い
か
に
よ
っ
て
人
の
価
値
は
決
ま
る
。
そ

の
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
社
会
の
役
に
立
て
な
さ

い
。
自
立
の
精
神
を
持
て
。
進
歩
し
な
い
の
は
後
退

す
る
事
と
同
じ
だ
。」鎖
国
が
解
か
れ
て
間
も
な
い
時

代
に
、現
代
に
も
通
じ
る
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
私
達

に
も
生
き
る
指
針
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
に
是
非
読
ん
で
頂
き
た
い
。

　

若
者
で
も
、高
齢
で
も
、常
に
学
び
続
け
る
事
、挑

戦
し
続
け
る
事
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

実
学
を
学
ん
だ
上
田
千
曲
高
校
生
は
、学
生
で
あ

れ
、社
会
人
で
あ
れ
、今
あ
る
環
境
に
一
生
懸
命
取
り

組
み
工
夫
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
、何
か
見
え
て
く
る

課
題
が
有
る
筈
で
す
。
そ
の
課
題
解
決
が
個
人
の
、

社
会
の
、成
長
の
礎
と
な
る
の
で
す
。
私
達
は
生
あ

る
限
り
成
長
し
続
け
て
、自
己
実
現
と
社
会
貢
献
を

果
た
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

弊
社
は
今
後
と
も
事
業
を
通
し
て
、長
生
き
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
様
な
高
齢
社
会
の
建
設

に
寄
与
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

創
立
40
周
年
の
思
い
出

　

母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昭
和
31
年
に
生
徒
会
長
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
頂
い

た
創
立
40
周
年
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

40
周
年
記
念
事
業
と
行
事
は
、同
窓
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
の
共
催
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業

は
、学
校
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る「
桐
」を
植
え

育
て
、将
来
の
校
舎
の
新
築
や
改
築
等
の
資
金
に
充

て
る
こ
と
を
目
的
に
生
徒
１
人
１
本
の
桐
を
校
舎
の

周
囲
と
校
庭
に
植
え
、以
後
各
ク
ラ
ス
２
名
の
木
守

り
を
中
心
に
水
や
り
、徐
草
、施
肥
な
ど
を
行
い
生
育

に
つ
と
め
、職
員
も
生
徒
も
温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。

桐
の
成
長
は
目
覚
ま
し
く
、
１
年
足
ら
ず
で
背
丈
を

越
え
る
程
に
な
り
、卒
業
記
念
写
真
に
も
写
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、桐
は
我
が
国
の
経
済
情
勢
や
生
活
の
変

化
に
翻
弄
さ
れ
需
要
が
激
減
し
、
し
か
も
樹
自
体
の

劣
化
も
あ
っ
た
た
め
、伐
採
し
売
却
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
初
期
待
し
て
い
た
経
済
効
果
は
生
ま
な
か
っ
た
よ

う
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
40
周
年
を
記
念
し
た「
式
典
」と「
学
校
開
放
」

に
お
い
て
も
生
徒
会
は
役
員
間
の
協
力
と
連
携
を
密

に
図
り
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
た
も
の
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

　

母
校
と
同
窓
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 元

生
徒
会
長

小
林
重
利

（
昭
和
32
・
商
業
科
）

㈲
ほ
ほ
笑
み
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役

橋
爪
延
幸

（
昭
和
43
・
電
気
科
）

同
窓
生
よ
り
の
記
事
募
集
　
同
窓
会
員
の
活
動
・
高
校
時

代
の
思
い
出
等
、
ま
た
は
、推
薦
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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同窓生より

感
謝

　

今
年
度
、上
田
千
曲
高
校
が
創
立
１
０
０
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、諸
先
輩
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

同
窓
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
本
校
を
卒
業
し
て
26
年
が
経
ち
、時
の
流

れ
の
早
さ
に
驚
き
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

父
親
の
経
営
す
る
会
社
に
勤
め
、設
計
・
施
工
・

監
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
建
築
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
の
も
本
校
の
教
え
で
す
。
建
築
物
の
基

礎
構
造
や
法
規
、各
分
野
ご
と
の
本
質
や
原
理
を
手

厚
い
ご
指
導
の
も
と
、徹
底
的
に
学
び
、休
み
を
利
用

し
父
親
の
働
く
現
場
へ
出
向
き
、建
築
過
程
や
施
工

状
況
を
見
学
し
た
り
、簡
単
な
作
業
や
清
掃
等
を
体

験
し
た
こ
と
で
、学
校
で
の
理
論
が
理
解
で
き
、
さ

ら
に
楽
し
く
学
べ
意
欲
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
時
苦
労
し
た
課
題
提
出
期
限
厳
守
と
い

う
理
念
が
人
間
形
成
に
つ
な
が
り
、自
分
自
身
の
劣

等
感
を
取
り
除
き
自
信
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

千
曲
高
校
で
学
ん
だ
知
識
や
自
信
は
社
会
人
と
な

り
、設
計
や
現
場
施
工
・
資
格
取
得
等
で
本
当
に
役

に
立
ち
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
身
を
引
き
締
め
、古

の
技
術
・
英
知
を
掘
り
下
げ
次
世
代
建
築
へ
の
探
求
、

安
心
安
全
で
快
適
な
空
間
づ
く
り
に
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

ご
指
導
頂
い
た
先
生
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
千
曲
高
校
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
同
窓
会

員
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

㈲
田
口
建
設

田
口
卓
也

（
平
成
３
・
建
築
科
）

社
会
人
４
年
目
の
抱
負

　

母
校
を
卒
業
と
同
時
に
、地
元
の
製
薬
会
社
へ
就

職
し
た
私
は
、社
会
人
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
私
は
、研
究
所
の
職
員
と
し
て
、試
験
管
や
ナ

ス
フ
ラ
ス
コ
、沢
山
の
薬
品
類
に
囲
ま
れ
て
、有
機
合

成
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
入
社
当
時
の
私
は
、構

造
式
も
反
応
式
も
全
く
分
か
ら
ず
、
い
つ
も
指
示
待

ち
の
状
態
で
し
た
が
、自
分
な
り
に
努
力
し
毒
物
劇

物
取
扱
者
試
験
や
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
な
ど
化

学
関
連
の
資
格
試
験
に
挑
戦
し
取
得
し
て
い
っ
た
結

果
、徐
々
に
仕
事
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、今
で
は
自

分
の
裁
量
で
実
験
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

仕
事
に
遣
り
甲
斐
や
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
４
年
目
を
迎
え
た
私
に
は
二
つ
の
抱
負
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
仕
事
で
す
。
今
の
私
は
、

自
分
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
、時
に

は
失
敗
が
続
き
ス
ラ
ン
プ
に
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
知
識
を
つ
け
、実
験
の
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
、医
薬
品
に
成
長
す
る
よ
う
な
活
性
を
持
っ
た
有

機
物
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
二
つ
目
の
抱
負
は
、茶
道
の
上
達
で
す
。
私
は
、

高
３
の
時
か
ら
茶
道
を
始
め
、現
在
は
表
千
家
に
入

門
し
、利
休
を
学
ん
だ
り
、茶
会
で
茶
を
点
て
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
千
家
茶
道
は
奥
が
深
く
、学
び
に
終

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
期
一
会
を
大
切
に
、学
び

を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、私
の
前
に
は
、
き
っ
と
沢
山

の
運
や
ツ
キ
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
れ
と
同
じ
だ
け
不
運
や
損
も
待
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
母
校
で
学
ん
だ
知
識
や
知
恵
を
活
か
し
、
し
っ

か
り
前
を
見
て
歩
ん
で
ゆ
こ
う
思
い
ま
す
。

寿
製
薬
株
式
会
社

西
戸
公
香

（
平
成
26
・
食
物
栄
養
科
）

希
望
は
必
ず
叶
え
ら
れ
る

　

今
年
４
月
25
日
、母
が
行
年
95
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
教
員
生
活
40
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
っ
た
母
の

葬
儀
に
は
、元
教
え
子
だ
っ
た
と
い
う
皆
様
方
が
た

く
さ
ん
お
見
え
く
だ
さ
り
、改
め
て
母
の
偉
大
さ
を

垣
間
見
た
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
は
１
年
前
ま
で
古
里
で「
リ
サ
イ
ク
ル
Ｓ

ｈ
ｏ
ｐ
／
Ｒ
・
Ａ
ｕ
」を
23
年
間
続
け
て
お
り
ま
し

た
。
が
、一
念
発
起
し
ま
し
て
昨
年
の
４
月
か
ら「
Ｒ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
主
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
、30
年
余
り
前
ま
で
は
名
古
屋
に
住
ん
で
お

り
、
そ
の
頃
に
は
絵
画
団
体
に
所
属
し
油
絵
等
を
描

い
て
い
た
の
で
す
。
が
、訳
あ
っ
て
故
郷
上
田
市
に

戻
り
ま
し
た
。
そ
の
際
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
を
し
て
い
た
時
分

に
も
コ
ツ
コ
ツ
と
美
術
作
品
を
買
い
求
め
て
お
り
、

い
つ
か
必
ず
自
分
の
作
品
を
展
示
す
る
場
所
を
設
け

た
い
と
強
く
希
求
し
て
い
た
の
で
す
。

　

努
力
の
甲
斐
が
あ
り
実
現
さ
れ
た
私
の︻
夢
︼。

　

今
こ
の
Ｒ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
空
間
に
私
自
身
の
作
品

で
あ
る「
心
象
フ
ォ
ト
」を
展
示
で
き
ま
す
幸
せ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
夢
の
実
現
に
は
家
族
の
協
力
が

あ
り
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
無
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の
道

の
り
す
ら
朧
気
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

人
間
に
は
、必
ず
持
っ
て
生
ま
れ
た
資
質
が
あ
る

は
ず
な
の
で
す
。
勿
論
そ
れ
を
開
花
さ
せ
る
た
め
の

弛
ま
ぬ
努
力
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
が
、何
に
も

増
し
て「
強
い
意
志
」こ
そ
が
、
そ
の
実
現
へ
の
道
し

る
べ
と
成
り
得
る
、
そ
う
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、千
曲
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
年
。

皆
さ
ま
方
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
多
く
の
困
難
に
打
ち

勝
ち
な
が
ら
、
ご
自
分
で
叶
え
た
い「
夢
の
実
現
」に

向
け
更
に
逞
し
く
歩
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

私
自
身
、
こ
れ
か
ら
先
も
試
行
錯
誤
を
楽
し
み
つ
つ

Ｒ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｒ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

古
川
玲
子

（
昭
和
47
・
商
業
科
）

同
窓
生
よ
り
の
記
事
募
集
　
同
窓
会
員
の
活
動
・
高
校
時

代
の
思
い
出
等
、
ま
た
は
、推
薦
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建物のことなら何でもおまかせください
住宅の新築・増築・リフォーム

太陽光発電・店舗・事務所・工場
専攻建築士・増改築相談員のいる会社です。

お気軽にお声掛け・お電話下さい。

〒386-0151 上田市芳田 468-6
 TEL 0268-36-3399　FAX 0268-36-3838

幸和建設一級建築士事務所

幸和建設株式
会社

K O W A

工　房

大 川 秀 一（昭和33・機械科）

〒386-0002　上田市住吉 4-5
TEL&FAX 0268-27-1772

おおかわ



平成29年度　上田千曲高等学校同窓会　総会報告
　平成29年度同窓会総会が、５月20日㈰上田市「上田玉姫殿」にて開催されました。議決権者91名のうち出席者36名、委任状32名をもっ
て（計68名）総会成立となりました。

①本年度の役員体制報告　　②平成28年度　事業報告
③平成28年度　会計報告および監査報告
上記、平成28年度分について慎重審議のうえ、満場一致で承認さ
れました。
④平成29年度　事業計画案
　１．母校クラブ活動の充実を図るため助成を行う。
　２．組織の強化を継続する。
　３．同窓会報の発行（第31号・100周年記念号）

　４．総会の開催
　５．創立100周年記念事業実行委員会の推進
　６．その他　理事会で認めた事業
⑤平成29年度　予算案
⑥創立100周年記念事業について
 以上、平成29年度分についても慎重審議のうえ、満場一致で承認
されました。

ここには、一般会計の部・平成28年度決算書・平成29年度予算書を掲載しています。※総会の詳細な資料は同窓会ホームページ上に掲載されています。

議　　　　事

※ 差引残額は次年度
　へ繰り越します

１．総　括　　収入総額　7,713,286円
　　　　　　　　支出総額　6,537,485円
　　　　　　　　差引残額　1,175,801円

平成28年度　上田千曲高等学校同窓会 決算報告書
自H28.4.1　至H29.3.31《一般会計の部》

項　　目 予算額 決算額 比較増減
前 年 度 繰 越 金 1,788,255 1,788,255 0
同 窓 会 会 員 協 力 金 0 0 0
入 会 金 2,850,000 2,870,000 20,000
総 会 会 費 100,000 105,000 5,000
会 員 大 会 会 費 300,000 279,000 △ 21,000
太陽光発電売電費 2,500,000 2,670,972 170,972
雑 収 入 0 59 59
合 計 7,538,255 7,713,286 175,031

２．収　入 （金額単位：円　△印は予算額に対する減）

項　　目 予算額 決算額 比較増減
総 会 費 200,000 212,920 12,920
会 員 大 会 費 800,000 691,744 △ 108,256
会 議 費 100,000 66,973 △ 33,027
奨 励 金 250,000 435,330 185,330
助 成 金 500,000 111,142 △ 388,858
旅 費 150,000 120,000 △ 30,000
事 務 費 850,000 755,076 △ 94,924
入 会 金 返 金 0 60,000 60,000
支 部 関 係 費 100,000 100,000 0
慶 弔 費 350,000 262,755 △ 87,245
生 徒 指 導 費 60,000 60,000 0
企 画 部 費 200,000 109,340 △ 90,660
会 報 発 行 費 500,000 500,000 0
卒業証書保管筒費 120,000 113,308 △ 6,692
会 計 監 査 費 5,000 2,000 △ 3,000
太 陽 光 発 電 経 費 2,500,000 2,295,029 △ 204,971
租 税 公 課 金 419,100 437,797 18,697
設 備 費 0 204,071 204,071
予 備 費 434,155 0 △ 434,155
合 計 7,538,255 6,537,485 △ 1,000,770

（金額単位：円　△印は予算に対する減）３．支　出

１．総　括　　収入総額　6,485,851円　　
　　　　　　　　支出総額　6,485,851円
　　　　　　　　差引残額　　　　 0円

平成29年度　上田千曲高等学校同窓会 予算書
自H29.4.1　至H30.3.31《一般会計の部》

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 比較増減
前 年 度 繰 越 金 1,788,255 1,175,801 △ 612,454
同 窓 会 会 員 協 力 金 0 0 0
入 会 金 2,870,000 2,710,000 △ 160,000
総 会 会 費 105,000 100,000 △ 5,000
会 員 大 会 会 費 279,000 0 △ 279,000
太陽光発電売電費 2,670,972 2,500,000 △ 170,972
雑 収 入 59 50 △ 9
合 計 7,713,286 6,485,851 △ 1,227,435

２．収　入 （金額単位：円　△印は予算額に対する減）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 比較増減
総 会 費 212,920 300,000 87,080
会 員 大 会 費 691,744 0 △ 691,744
会 議 費 66,973 100,000 33,027
奨 励 金 435,330 300,000 △ 135,330
助 成 金 111,142 500,000 388,858
旅 費 120,000 150,000 30,000
事 務 費 755,076 850,000 94,924
入 会 金 返 金 60,000 0 △ 60,000
支 部 関 係 費 100,000 100,000 0
慶 弔 費 262,755 350,000 87,245
生 徒 指 導 費 60,000 60,000 0
企 画 部 費 109,340 0 △ 109,340
会 報 発 行 費 500,000 500,000 0
卒業証書保管筒費 113,308 120,000 6,692
会 計 監 査 費 2,000 4,000 2,000
太 陽 光 発 電 経 費 2,295,029 2,500,000 204,971
租 税 公 課 金 437,797 400,000 △ 37,797
設 備 費 204,071 0 △ 204,071
予 備 費 0 251,851 251,851
合 計 6,537,485 6,485,851 △ 51,634

３．支　出 （金額単位：円　△印は予算額に対する減）

本年度の会員大会は10月14日の創立100周年記念式典および祝賀会に代えさせていただきます。

総会と会員大会
　同窓会報第29号にて、同窓会の総会と
会員大会の相違が説明されています。
　創立100周年記念事業にて同窓会が太
陽光パネルを設置し、売電収益があるた
め納税の義務が生じました。このため、
同窓会規約を改正し、定足数を定めた総
会と会員大会とを区別しました。
　総会は、理事と代議員からなり、議決権
をもち、例年5月に開催しています。一
方、会員間の懇親を目的とした以前の総
会は、会員大会と名称を変更し、例年9月
頃に開催しています。ただし、今年は、創
立100周年記念式典・祝賀会を会員大会
に代えさせていただきました。

［7］　2017年（平成29年）７月７日号 第31号上田千曲高等学校同窓会報



2017年（平成29年）７月７日号　［8］第31号 上田千曲高等学校同窓会報

　創立100周年の長い歴史の中で、当時流行した高校三

年生の歌の時代に電気科5期生として学び、その後の長

い会社生活を終え、既に古希も過ぎた私です。

　先輩のご努力で平成10年に電気科同窓会組織が結成

され、後輩への支援や隔年ごとの定期総会を開催してお

りますが、数年前に初代会長の春原さんから後を任され

ました。前総会は一昨年に40名超の参加者で盛会でし

た（本校のホームページに掲載済）。今年は定期総会の

年に当たりますが、本校100周年事業のため来年に延ばし、この事業は先

輩の若林会長・深町会長代行・春原副会長はじめ同窓生の多くが先導する

事業でもあるので、我が電気科同窓会としても積極的に支援・協力するよ

う会員に呼びかけているところです。

　上田日本無線さざなみ会は、上田千曲高
等学校同窓生の従業員で構成され、昭和
31年12月に発足した大変歴史のある会で
す。現在の会員数は、118名であり、社内
の様々な活動を通し、お互いの親睦を深

めるとともに、会社成長の大きな牽引力となっています。 
　さざなみ会では、毎年バスツアーを企画しており、昨年はさくらんぼ狩りを
行い、今年は栃木方面へのメロン狩りを計画しています。ツアーでは、予想外
のハプニングが起き、思いがけない展開になることもありますが、これもまた
一興であり、毎回楽しい旅となっています。
　さざなみ会も今年12月で61周年目となります。引き続き会社内の組織とし
ての結束力を強め、折にふれて母校上田千曲高等高校への貢献も継続した
いと考えています。

　

消
防
支
部
は
、本
校
を
昭

和
29
年
～
平
成
９
年
に
卒
業

し
た
消
防
職
員
・
元
職
員
、

消
防
団
員
・
元
団
員
の
総
勢

48
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、同
窓
会

の
発
展
、消
防
行
政
及
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
26
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
他
校

の
同
窓
会
で
は
存
在
し
て
居
ら
ず
、本
校
同
窓
会
の
み

に
存
在
す
る
稀
有
な
支
部
と
自
賛
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
か
ら
は
消
防
学
校
長
・
消
防
長
・
団
長
を
始
め

と
し
て
優
秀
な
消
防
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
現
場
で
は
消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
対
処
し
て
い
ま
す
が
、同
窓
会
員
な
ら
で
は
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
で
き
、災
害
の
早
期
鎮

圧
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、元
職
員
・
元
団
員
に
お
い
て
は
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
は
も
と
よ
り
、軽
井
沢
町
・
立
科
町
・
青
木
村
・

坂
城
町
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
居
り
ま
す
が
、更
に
深
掘

り
し
て
支
部
の
拡
充

を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
会
報
を
御
読

み
に
な
り
趣
旨
に
賛

同
し
て
頂
け
る
方
が

居
り
ま
し
た
ら
、同

窓
会
事
務
局
ま
で
御

一
報
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま

す
。

色々色
お色色 任色色々色々色
お せ

々
く

々
だ さ い印 刷印 の刷 こ 色色色の こ と

〒386-0041長野県上田市問屋町237-5 FAX0268-22-1417

々
お

々
任

々
せせ く だ さ い

祝  創立100周年
株式
会社

精密板金 /電子機器 / 設計製造

〒386-1106 長野県上田市小泉 2566-1
TEL.0268(25)0034
FAX.0268(25)2925
E-mail : matsui@arcadia-ueda.co.jp

代表取締役

松井 利光（昭和37・電気科）

支部活動報告
　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
東
支
部
に
は
関
東
方
面
の
約
６
０
０
名
弱
の
会
員

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、年
１
回
の
総
会
に
は
80
名
程
出

席
し
、活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の

第
43
回
総
会
は
、商
業
科
部
会
が
幹
事
役
と
な
り
、小

林
重
利
氏（
昭
和
32
・
商
業
科
）を
実
行
委
員
長
と
し

て
、平
成
29
年
11
月
19
日（
日
）午
前
11
時
30
分
よ
り

上
野
精
養
軒
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
で
は
、清
水
本
武
氏（
昭
和
45
・
電
気
科
）

に
よ
り「
私
の
研
究
人
生
：
が
ん
治
療
の
基
礎
研
究
と

食
品
の
安
全
性
」に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、大

変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
出
席
者
の
皆
様
に
も
ご
参
加

頂
く
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

関
東
支
部
総
会
案
内

消
防
支
部
近
況
報
告

沓掛　昇
（昭和40・電気科）

会長　塚田　一雄（昭和51・機械科）

関
東
支
部
事
務
局
長　

佐
藤
宏
次（
昭
和
37
・
機
械
科
）

支
部
長　

矢
嶋
重
興（
昭
和
40
・
機
械
科
）

電気科同窓会さざなみ会近況報告

写真は清水本武氏の講演風景
坂田和夫氏（昭和47・電気科）提供

上田日本無線
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同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
発

展
の
た
め
に
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
４
月
に
２
７
９
名
の
新
入
生
と
横
道
茂
人

事
務
長
を
は
じ
め
と
す
る
15
名
の
新
任
職
員
を
迎
え
、

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
生
徒
た
ち
は
落

ち
着
い
た
学
生
生
活
を
送
り
勉
強
に
ク
ラ
ブ
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

昨
年
度
、運
動
班
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
、
ス
キ
ー

班
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、柔
道
班
、水
泳
班
が
北

信
越
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、弓
道
班
は

中
日
本
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
多
く
の
運
動
班
で

全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
先

の
東
信
大
会
で
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
県
大
会
へ
出
場
し
、

北
信
越
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
文
化
班
で
も
、機
械
班
が
長
野
県
コ
マ
大

戦
で
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

専
門
高
校
の
特
色
を
生
か
し
た
連
携
事
業
と
し
ま
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
実
施
し
て
い
ま
す
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、企
業
か
ら
出
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む「
ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ
」な
ど
、数
多
く
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
食
物
栄
養

科
で
は
長
野
放
送
で
も
放
映
さ
れ
て
い
る「
け
ん
こ
う

未
来
食
堂
」か
ら
発
展
し「
千
曲
カ
レ
ー
」の
レ
ト
ル
ト

が
販
売
さ
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、生
徒

の
活
躍
に
際
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
の
人
事
異
動

に
よ
り
、本
校
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
事
務
長
と
し
て
の

勤
務
は
、長
野
商
業
高
校
、

上
田
染
谷
丘
高
校
と
連
続
し
て
３
校
目
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
職
務
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
今
年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
間
、
２
万
８
千
人
を
超
え
る
同
窓
生

の
皆
様
が
、地
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
県
内
外
の
様
々

な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
、本
校
の

歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
ご
活
躍
に
敬

意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
々
接
す
る
生
徒
た
ち
は
、明
る
く
素
直
で
礼
儀
正

し
く
、
ま
た
勉
学
に
班
活
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、諸
先
輩
方

が
築
い
た
県
下
屈
指
の
専
門
校
と
し
て
の
伝
統
と
実
績

を
受
け
継
ぎ
、様
々
な
産
業
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、生
徒
た
ち
が
安
全

で
安
心
し
て
学
べ

る
よ
う
な
学
校
環

境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、

同
窓
会
の
皆
様
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

日
頃
は
各
方
面
で
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
定
時
制
は
、勤
労
青

年
に
対
し
、教
育
の
機
会
均

等
を
保
障
す
る
た
め
、昭
和
36
年
４
月
に
設
置
さ
れ
、現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
名
の
新
入
生
を
迎
え
、生
徒
27
名
、職

員
11
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
定
時
制
の
活
動
す
る

様
子
は
、本
校
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
ト
ピ
ッ
ク
ス
』、

『
定
時
制
だ
よ
り　

星
空
』に
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、先
日
、企
業
見
学
を
き
っ
か
け
に
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
た
２
年
生
の
男
子
生
徒
に「
仕
事
は
慣
れ
ま
し

た
か
？
」と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「
会
社
で
フ
ラ
イ
ス

盤
を
使
っ
た
部
品
の
穴
あ
け
を
や
っ
て
い
ま
す
。
時
間

を
忘
れ
る
ほ
ど
仕
事
が
楽
し
い
で
す
。」と
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
言
葉
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
生
徒
は
昼
間
ア
ル
バ
イ
ト
に
就
い
て
い
る

割
合
が
全
体
で
８
割
を
超
え
、県
下
の
定
時
制
の
中
で

も
高
い
就
労
率
に
な
り
ま
す
。
実
際
、働
き
な
が
ら
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、勤
労
体
験
、社
会
体
験
を
と
お
し
て
勤
労
観
、

忍
耐
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、社
会
人

と
し
て
必
要
な
基
礎
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
も
生
徒
が
勉
強
と
仕
事
の
両
立
を
し
な

が
ら
、成
長
し
て
い
け
る
よ
う
温
か
く
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
１
０
０
周
年
記
念
に
係
る

運
営
が
滞
り
な
い
よ
う
準
備
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
に
は
温
か
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
の
近
況
に
つ
い
て

全
日
制
教
頭　

村
松 

義
晴（
昭
和
59
・
機
械
科
）

定
時
制
な
ら
で
は
の
学
び
の
場

定
時
制
教
頭　

穂
刈 

英
幸

〒386‐0025 上 田 市 天 神 3 - 1 2 - 1 7
TEL (0268)24-2174㈹　(0268)24-2153
h t t p : / / w w w . t a g u k e n . c o m

祝 創立100周年

田口一級建築士事務所
不動産部　

着
任
の
ご
挨
拶

事
務
長　

横
道
　
茂
人
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入
学
式
の
日
、誘
い
を
受

け
入
部
し
た
陸
上
班
、男
女

で
10
名
ほ
ど
の
新
入
部
員
、

顧
問
は
新
任
の
小
林（
現
鮎

沢
）亨
先
生
。

　

校
舎
と
校
庭
は
現
在
と
逆

の
配
置
で
、部
室
は
千
曲
町

団
地
へ
の
道
路
を
挟
ん
で
校

庭
と
接
し
て
お
り
木
造
の
長

屋
ス
タ
イ
ル
で
広
さ
は
４
畳

半
く
ら
い
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

　

４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
の
内

側
は
芝
草
で
、中
ほ
ど
に
地
下
水
路
の
口
が
あ
り
、夏
合

宿
中
こ
こ
に
入
っ
て
涼
む
の
は
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

自
分
は
長
距
離
が
専
門
だ
っ
た
が
、合
宿
で
は
練
習

中
水
を
飲
む
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
咽
の
渇
き

に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ス
パ
イ
ク
は
貴
重
で
、上
田
公
園
の
土
の
陸
上
競
技

場
で
、大
会
時
先
輩
か
ら
借
り
て
履
い
た
。

　

自
身
、現
役
時
代
の
め
ぼ
し
い
成
績
は
な
い
が
、優
秀

な
選
手
も
育
ち
卒
業
し
た
翌
年
は
学
校
と
し
て
県
大
会

で
総
合
優
勝
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
排
出
し
て
い
る
。

卒
業
す
る
年
の
冬
ま
で
練
習
に
参
加
し
た
陸
上
班
で
の

経
験
は
、苦
し
み
に
耐
え
る
力
を
培
わ
れ
、現
在
も
様
々

な
面
で
生
き
続
け
て
お
り
、県
縦
断
駅
伝
大
会
や
、北
京

五
輪
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
人
生

の
宝
物
で
あ
る
。

　

現
在
も
陸
上
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
に
は
、顧
問
だ
っ
た

亨
先
生
始
め
、多
く
の
卒
業
生
が
参
加
し
て
、思
い
出
話

を
し
た
り
、会
と
し
て
現
役
陸
上
班
の
活
動
援
助
等
も

し
て
い
る
。

　

43
年
間
勤
め
た
会
社
を
リ
タ
イ
ア
後
取
り
組
ん
で
い

る
農
作
業
に
疲
れ
た
と
き
、烏
帽
子
の
山
を
見
な
が
ら

ト
ラ
ク
タ
ー
の
キ
ャ
ビ
ン
の
中
で
校
歌
を
歌
う
。

「
志
美
し
き 

信
州
の
青
年
の
・
・
・
」と
。

陸
上
班
の
思
い
出

竹
内
愛
国（
昭
和
38
・
機
械
科
）

代表取締役　清水 初太郎（昭和40・機械科）

長野県東御市和8655  TEL 0268-62-2990　FAX 0268-62-4544   http://www.azuma-japan.co.jp

プラスチック・セラミックス・アルミ合金切削

樹脂切削加工のエキスパート集団

「不可能」の壁を超える
エンジニアリングカンパニー

　

日
頃
よ
り
本
校
の
班
活
動
に
際
し
、
ご

尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

５
月
28
日（
日
）県
営
上
田
野
球
場
に
て
、創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業「
招
待
野
球
」を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
末
に
同
窓
会
・
Ｏ
Ｂ
会
・
後
援
会
・
父
母
会
・

顧
問
の
代
表
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
招
待
野
球
実
行

委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、約
10
か
月
を
か
け
て
準
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

広
く
開
催
Ｐ
Ｒ
を
と
い
う
こ
と
で
、「
チ
ラ
シ
」や「
ポ
ス

タ
ー
」を
作
成
し
、父
母
会
・
Ｏ
Ｂ
会
中
心
に
広
範
囲
に
亘
り

宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、同
窓
会

に
は
マ
ス
コ
ミ
関
連
へ
の
事
前
通
知
を
し
て
い
た
だ
き
各
社

紙
面
等
で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
当
日
の
天
候
も
快
晴
。
多
少
風
が
強
か
っ

た
も
の
の
絶
好
の
野
球
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
班
に
は
、炎
天
下
の
中
、各
校
の
校
歌
演
奏
を
は
じ

め
、本
事
業
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
く
演
出
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、入
場
口
の
階
段
の
と
こ
ろ
で
、麦
藁
帽
子
姿

の
初
老
の
方（
同
窓
生
で
し
ょ
う
か
？
）が
、階
段
の
手
す
り

を
頼
り
に
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
き
ま
し
た
。

―
―
―
「
い
や
ぁ
招
待
野
球
イ
イ
ね
。
良
い
も
の
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
。」 

―
―
―

　

選
手
の
頑
張
り
を
称
え
た
も
の
と
承
知
し
な
が
ら
も
、

清
々
し
い
充
実
感
を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

書
面
を
通
じ
、皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念

招
待
試
合
に
つ
い
て

野
球
班
部
長
　
小
池
昌
信

①上田千曲　対　松本工業
　千曲　001 000 500  6
　松工　120 000 100  4
②上田千曲　対　長野工業
　千曲　000 131 000  5
　長工　110 100 000  3

〈参加校〉・山梨県立笛吹高等学校（山梨県）
　　　　・学校法人三島学園　知徳高等学校（静岡県）
　　　　・東海大学付属相模高等学校（神奈川県）
　　　　・豊川高等学校（愛知県）
　　　　・東京農業大学第二高等学校（群馬県）
　　　　・長野県上田千曲高等学校（長野県）
＊参加生徒数　80名（招待校60名＋本校20名）

男子団体インターハイ出場〈２年連続〉ソフトテニス招待試合　５／５～５／６

ソフトテニス班

 ６／３・４に行われた「県総合体育大会」において団体優勝・
インターハイ２年連続出場を勝ち取りました。個人でも２ペア
がインターハイに出場です。

〈インターハイ〉　期日：７月22日（土）～25日（火）
会場：会津総合運動公園（福島県会津若松市）
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□ ４年制大学　39名
長野大学 7 東洋大学 2 共愛学園前橋国際大学 1 桐蔭横浜大学 1 桐生大学 1
金沢工業大学 3 日本大学 2 国士舘大学 1 神奈川大学 1 桜美林大学 1
松本大学 3 東京国際大学 2 國學院大學 1 帝京平成大学 1 相模女子大学 1
東海大学 2 昭和女子大学 1 埼玉工業大学 1 愛知学泉大学 1 長野保健医療大学 1
千葉工業大学 2 関東学院大学 1 諏訪東京理科大学 1 千葉商科大学 1

【平成28年度　卒業生進路状況】

長野県高校総合体育大会出場班および結果等
・男子バレーボール
・女子バレーボール
・男子バスケットボール
・男子バドミントン
　　団体・シングルス・ダブルス
・女子バドミントン　シングルス・ダブルス
・サッカー（ベスト16）　
・ハンドボール（ベスト16）
・男子柔道　団体・個人

北信越大会出場
・女子柔道　個人　児玉琴音
・男子ソフトテニス　団体
　　　　　　　　　　個人　姫野・川上ペア
　　　　　　　　　　　　小布施・小山ペア
・女子ソフトテニス　個人　中澤・横澤ペア

日時　平成29年９月17日（日）
場所　上田市 サントミューゼ
　　　大ホール
時間　PM 1：00開場
　　　PM 1：30開演
問合せ先　
　　　上田千曲高校
　　　TEL （0268）22-7070（代）

・女子柔道　個人（3位）
・男子剣道　団体
・女子剣道　団体
・男子弓道　団体（4位）・個人　
・女子弓道　団体
・男子卓球　団体・ダブルス　
・女子卓球　団体・シングルス・ダブルス
・男子ソフトテニス　団体（優勝）・個人（2位・4位）
・女子ソフトテニス　団体（ベスト8）・個人（ベスト16）

インターハイ出場
・男子ソフトテニス
　団体
　個人　姫野・川上ペア
　　　小布施・小山ペア

□ 短期大学　17名
上田女子短期大学 5 松本短期大学 2 日本大学短期大学部 1 育英短期大学 1
長野県短期大学 4 佐久大学信州短期大学部 2 山野美容芸術短期大学 1 女子美術大学短期大学部 1

□ 専門・各種学校　110名
長野県工科短期大学校 18 信州医療福祉専門学校 2 アップルスポーツカレッジ 1
上田情報ビジネス専門学校 12 信州上田医療センター付属看護学校 2 聖和看護専門学校 1
大原簿記情報ビジネス医療専門学校 7 長野県福祉大学校 2 つくば国際ペット専門学校 1
小諸看護専門学校 4 青山製図専門学校 1 ベルエポック美容専門学校 1
長野理美容専門学校 3 中央工学校専門学校 1 埼玉ベルエポック製菓調理専門学校 1
日本工学院八王子専門学校 3 日本建築専門学校 1 長野医療衛生専門学校 1
長野調理製菓専門学校 3 CAG中央農業グリーン専門学校 1 長野理容美容専門学校 1
長野看護専門学校 3 高崎動物専門学校 1 東京コミュニケーションアート専門学校 1
エプソン情報科学専門学校 2 長野救命医療専門学校 1 東京スイーツ&カフェ専門学校 1
カレッジオブキャリア 2 太田医療技術専門学校 1 東放学園音響専門学校 1
国際文化理容美容専門学校 2 東京アナウンス学院 1 二葉栄養専門学校 1
横浜リゾート&スポーツ専門学校 2 日本電子専門学校 1 佐久総合病院看護専門学校 1
東京デザイナー学院 2 東京柔道整復専門学校 1 長野医療福祉専門学校 1
国際デュアルビジネス専門学校 2 前橋医療福祉専門学校 1 日本外国語専門学校 1
松本調理師製菓師専門学校 2 東京YMCA国際ホテル専門学校 1 日本工学院専門学校 1
東京スクールオブミュージック&ダンス専門学校 2 東京こども専門学校 1 北里大学保健衛生専門学校 1
武蔵野調理専門学校 2 東京ヘアービューティ専門学校 1
群馬動物専門学校 2 未来ビジネスカレッジ 1

□ 就職（企業・事業所名）　　100名（管内：59名　県内：29名　県外：12名　公務員：１名）
小諸市役所 1 ㈱上田建装社 1 信州ハム㈱ 1 ㈱グラバー軽井沢チョコレートファクトリー 1
㈱城南製作所 8 中澤建築 1 ささや㈱ 1 ㈱ロビニア 1
アート金属工業㈱ 5 日高精機㈱ 1 ㈱石原産業 1 ㈱藤屋 1
長野計器㈱ 4 東京精電㈱ 1 NPO法人わっこ自立福祉会 1 ㈱上野の森コンサルティング 1
ヱスビー食品㈱上田工場 4 ㈱ホシバ 1 有限会社御菓子処花岡 1 北野建設㈱東京本社 1
日本プラパレット㈱ 3 信州富士電機㈱ 1 社会福祉法人大樹会 1 ㈱マスダ 1
㈱小諸村田製作所 3 上田日本無線㈱ 1 ㈱長野エーコーポサプライ 1 シキボウ㈱ 1
ミヤリサン製薬㈱坂城工場 3 長野オートメーション㈱ 1 不二越機械工業㈱ 1 ㈱プリンスホテル 1
㈱トーエネック長野支店 3 有限会社井出電気土木 1 ㈱守谷商会 1 三菱電機ビルテクノサービス㈱関越支店 1
㈱アルポリック 2 田中板金工業 1 ホクシンハウス 1 ㈱NTT-ME 1
日置電機㈱ 2 松山技研㈱ 1 長野電子工業㈱ 1 関越メルテック㈱ 1
東京特殊電線㈱ 2 ㈱堀内電機製作所上田事業所 1 ㈱竹内製作所 1 東日本電気エンジニアリング㈱ 1
豊上製菓㈱ 2 中川電気工業㈱上田営業所 1 セイコーエプソン㈱ 1 一般財団法人中部電気保安協会 1
シチズンマシナリー㈱ 2 長野県連合青果㈱ 1 東日本旅客鉄道㈱ 1 一般財団法人休暇村協会休暇村嬬恋鹿沢 1
中部電力㈱長野支店 2 ㈱三葉製作所 1 日精樹脂工業㈱ 1 ㈱セブンイレブン・ジャパン 1
東海西濃運輸㈱ 1 ㈱しなのエンジニアリング 1 ㈱ユニオンプレート 1
齋藤木材工業㈱ 1 長野電子工業㈱ 1 アルピコ交通㈱ 1
㈱トクシュ 1 有限会社　滝澤電気工事 1 デイリーフーズ㈱ 1

クラブ活動報告
上田千曲高等学校 吹 奏 楽 班
創立100周年記念演奏会

（第７回定期演奏会）
のご案内

●東京事務所　
〒176-0012 東京都練馬区豊玉北6-7-14　
TEL 03-3993-9001  FAX 03-3993-9009　
E-mail san-ai@zar.att.ne.jp
●長野出張所　
〒386-2204 長野県上田市菅平高原1265-7
代表取締役　杉崎壽三男（昭和29年）

一級建築士事務所

株 式
会 社 三愛設計

8.19

入場
無料全国高等学校定時制通信制

体育大会　全国大会出場
・男子ソフトテニス　個人
・男子柔道　個人
・男子剣道
　個人
　団体（長野県選抜として出場）



＊同窓会事務局からのお知らせ＊

　今年度も、多くの方々に原稿・広告等のご協力をいただき、「創立
100周年記念特集号」を発行することができました。皆様のご厚情・
ご支援、心より感謝申し上げます。いよいよ100周年を迎え、記念式典・
祝賀会、総合作品展、ゴルフコンペ等の記念事業が行われます。より

多くの会員の皆様にご参加いただき、100年の集大成として、同窓生の和の拡大
を図っていただけたらと思います。
　来年度は、記念事業の報告を含めた編集を考えております。つきましては、ご
意見・ご要望等を、お寄せいただけるとありがたいです。
　これからも、同窓会事業等について、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　会報担当：宮下祐二（昭和58・建築科）

編 集
後 記

■期　日：平成29年9月17日（日）
■場　所：浅間高原カントリー倶楽部
　　　　　長野県東御市和6411　TEL 0268-64-4211
■開催式：8時より　　■スタート：8時40分
■会　費：3,000円（プレー費別途）
■表彰式・慰労会：プレー終了後ゴルフ場にて行います。
■申込先：長野県上田千曲高等学校同窓会事務局
　　　　　FAX 0268-26-2898
■申込方法：上記事務局までFAXにてお願いいたします。
　・お一人様または、お仲間での組み合わせも可能です。
　・定員は96名（24組）とさせていただきます。
　・宿泊を希望する方には宿泊施設のご紹介も致します。
■申込締切：平成29年8月31日（木）
　豪華賞品を用意して、皆様のご参加をお待ちしております。

平成28年度　上田千曲高校同窓会　ゴルフコンペ
　平成28年10月10日（日）浅間高原カントリー倶楽部（長野県
東御市）にて、第11回同窓会ゴルフコンペが行われました。当
日は、若林邦彦会長・松沢武人学校長はじめ、昭和32年卒から
昭和63年卒までの同窓生、総勢45名の方々に参加いただきまし
た。好天に恵まれ、楽しいゴルフを行うことができました。プ
レー終了後は、表彰式（豪華賞品）・懇親会が行われ、平成29年
度創立100周年の成功に向け、一致団結し閉会となりました。
優勝：片山功夫氏（昭44建）　準優勝：清水直人氏（昭44機）　
３位：吉池伸一氏（昭50機）

長野県上田千曲高校同窓会
〒386-8585 長野県上田市中之条626
TEL　0268-22-7070（代）　FAX　0268-23-5370
TEL・FAX  0268-26-2898 （同窓会事務局）
URL: http://www13.ueda.ne.jp/~ucd90/index.html
E-mail: ucd90@po13.ueda.ne.jp

連絡先

住所変更について
住所の変更等がありましたら、下記の事務局までご連絡ください。

　上田千曲高校においては、平成9年から千曲祭テーマに「カンボジ
ア支援」を設定し、カンボジア井戸掘りの支援をしてきました。また、
平成14年からは同窓会役員も参加しております。このため、平成28
年から創立100周年記念事業の一環にとらえ、11月に副会長の宮下
幸良氏（昭和42・建築科）に現地に行って井戸掘りに参加して頂き
ました。

創立100周年記念ゴルフコンペ
開催のご案内

カンボジア井戸掘り
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